


あこがれのお母さん。

 

ハートのお母さんは、とってもステキな歌手でした。

天使の歌声は優しく、たくさんの人の心に響きわたっていくのでした。

 

　



　

ハートのあこがれのお母さんが、幸せの歌コンテストで着ていた

青い蒼い　輝くドレス。ハートはそれをみるたび、

自分がステージで歌う姿を　そっと想像するのでした。

 
 



ハートの歌声。

 

ハートはときどき、森の仲間たちに

自分の歌を聴いてもらうことが好きでした。

森の仲間たちは　ハートの歌声がだいすきでした。

それと同じように、ハートも森の仲間たちがだいすきなのでした。

 



ハートの悩み。

 

だいすきな気持ちを　歌にのせて歌うことは

とても楽しくて　とてもうれしいことでしたが、

ハートには　悩みがありました。

 

「わたしのココロは、ちゃんとみんなに届いているのかしら。」

「みんな　本当は　私の歌、きらいだったらどうしよう・・・。」

 

　



　

ハートは　夜に布団の中で

夢を追うたび　あこがれを思い描くたび

ちょっぴり不安もあり　悩むこともあったのでした。

 
 



ある日のきねんび。

 

ある日　「ありがとうのきねんび」に、

ハートは、森の仲間たちに感謝の気持ちをこめて歌いました。

　



ハート　心からの歌。

ハートは歌いました。　それはそれは　いいお天気です。

青いあおい空の下。あおい青い野原の真ん中で。

光をいっぱいすいこんで　みんなを思って　ココロをこめて。

 

森の仲間たちは　家族で聴きました。

みんなハートの歌を聴くと　ほのかな光が灯るような

しあわせな気持ちに　なるのでした。



青い鳥の親子。

 

歌が終わって、ハートは満足そうな、

うれしそうなとてもとても幸せそうな笑顔をみせるのでした。

これも　ハートのココロの歌の一部です。

すると青い鳥の親子がやってきて言いました。

 

ハートちゃん　いつもありがとうね。

私たち、あなたの優しくてあたたかい光のような歌が大好きよ。

きっと　あなたが、

みんなを思いやる美しいココロを持っているからなのね。

 



ハートの幸せ。

 

「またぜひ聴かせてね。」

青い鳥の親子の言葉は　ハートのココロに響きました。

うれしくて　うれしくて　

すごくすごく幸せな気持ちがいっぱいになりました。

 

ハートは　光輝いていました。

それは瞳だけでなく　ココロから、

すべてがキラキラと輝いていたのでした。

 



ハートの夢。

 
 

ハートは気づきました。

夢を追いすぎて　悩むよりも、

今せいいっぱい　みんなにココロからの歌を届けたい。

優しくて　思いやりのある　美しい歌声を。

 

ハートは気づいていませんが、

私はきっともう　ハートの夢はかなっているのでは

・・・と思います。　がんばって　ハート。

そして、ありがとう　ハート。

 
 



おわり。

 

ココロの歌　ハートの夢。



　　　おわり。


